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　在来のニューイングランド史，アメリカ史の研究
は，ターナー，ビアード，パーリントンに代表される
ようないわゆる革新主義史観であったが，戦後この
種の，アメリカの進歩的伝統を強調し，経済的諸力，
階級的抗争を重要視する史学をこえて，むしろ国民的
合意（Consensus）を強調する史観が一般的に受けい
れられ，多くの成果を生むようになった。この種の，
いわゆる「コンセンサス史学」に代表される第三世代
のアメリカ研究の動向をつとに察知し，これを批判的
にとりあげた史学史家ハイアム（John　Higham）教授
（シカゴ大学）のセミナー（第23回京都アメリカ研究
セミナー）に参加した。
　かれは，現在の史学史のもつすぐれた基調は，この
抗争と合意という対照的な原理を，そのいずれをも全
面的に否定することなく，結合し，綜合しようという
不断の再構成のこころみの中にある，と主張し，アメ
リカは，反逆によって生まれつつ，穏健であり，その
理念において進歩的，革新的でありながら，しかも行
動においては保守的現実的な社会であり，分裂してい
ながら統一し，統一しながら分裂している。きわめて
パラドックスにみちた過程であると把える。
　このような新しい目をもって再び原資料に接近して
行く場合，例えば神権政治の代表と見られているマサ
チューセッツの初代総督ジョン・ウインスロブは，単
にピューリタン・イデオロギーの権化ではなく，「地
主」として実際上の事柄に処して行く賢明な人物で
あったことがわかるし，1645年7月3日の自由・民主
主義についてのきわめて不評判な演説も，　Edmund
Morgan（モーガン）教授がそのウインスロップ伝の
中であきらかにしているように，その演説の背景を考
えるならば決して「全体主義的」な色彩の濃いもので
はなかった，ということがわかる。
　さらにその子ウインスロップニ世は，植民地最初の
鉄工場を建設した産業のパイオニアであったし，当時
のマサチューセッツの財務長官ジョン・ハル（John
Hull）は芸術家であるとともにビジネスマンでもあっ
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たことがわかる。このようにして第三世代の提起した
批判的方法を積極的にとり入れることによって，より
豊かな歴史解釈が可能であることを学ぶのである。
　これらのセミナーを土台にして，公務員であり，商
人であり，土地投機にも関係した，多角的ビジネスマ
ンであったハルの企業者活動について報告する予定で
ある。
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